
平成29年度　学校経営計画及び学校評価

２．中期的目標

１建学の精神に基づく教育の実践を行い、私学としての独自性を発揮します。
　（１）私学の独自性
　　　　※教員の評価アンケートにおける「建学の精神の理解」（27年度4.3 28年度4.4）は目標値に達
　　　　　している。これを平成30年度まで維持します。
　（２）生徒のニーズに対応したコース制
　　　　※生徒評価アンケートにおける「コース満足度」（27年度4.1　28年度4.1）を毎年少しずつ上げ、
　　　　　平成30年度には4.2にします。
　（３）進路指導
　　　　※生徒評価アンケートにおける「進路面接等の満足度」（27年度4.1　28年度4.2）を毎年少しず
　　　　　つ上げ、平成30年度には4.2にします。
２学習面において、きめ細かい指導を行い確かな学力を育成するとともに、人権を尊重する
　　学校づくりを行います。
　（１）教科指導
　　　　※生徒・保護者の評価アンケートにおける「学力向上の意欲」（27年度　生徒3.6保護者3.8）
　　　　　（28年度　生徒3.7保護者3.7）を平成30年度にはどちらも4.0以上にします。
　（２）人権教育　   生徒一人ひとりが互いの個性を尊重し合う集団づくりを行います。
　　　　※生徒・保護者の評価アンケートにおける「学校のいじめの対応満足度」
　　　　　（27年度　生徒3.6保護者3.7　28年度　生徒3.7保護者3.8）を平成30年度にはどちらも4.0以
　　　　　上にします。
３基本的な生活習慣の確立を行うとともに、安全で安心な学校づくりと生徒への支援を
　　行います。また、学校行事や部活動を通じて豊かな人格形成を行います。
　（１）生活指導
　　　　※生徒・保護者の評価アンケートにおける「教員の規則を守らせる指導」
　　　　（27年度　生徒4.2保護者4.0　28年度　生徒4.2保護者4.1）は平成30年度にはどちらも4.2以上
　　　　　にする。
　（２）危機管理と情報公開
　　　　　生徒の安全・安心を優先して危機管理に当たり、私学の有する公の性質と学校教育に
　　　　　果たす役割を考えて情報を公開します。
　　　　※教員自己評価アンケートにおける「学校安全対策」（27年度　4.0　28年度　4.1）であり、
　　　　　　平成30年度まで維持します。
　　　　※保護者評価アンケートにおける「学校の情報公開」（27年度　保護者3.9　28年度　保護者3.9）
　　　　　　であり、創意工夫を重ねて平成30年度には4.2にします。
　（３）学校行事や部活動
　　　　※クラブ活動については4.1、行事が人間的に成長させているが4.3と高評価である。
　　　　　次年度もこれを維持する。
　（４）課題を抱えている生徒への支援
      　※生徒評価アンケートにおける「個人面談等の満足度」（27年度　3.8　28年度3.8）を
　　　　　毎年少しずつ上げ、平成30年度には4.0を超える。
４保護者・同窓会・後援会との連携と社会貢献
　　　　※保護者評価アンケートにおける「ＰＴＡ活動の満足度」（27年度　3.8　28年度　3.9）であり、
　　　　　平成30年度には4.0にする。
　　　　※生徒評価アンケートにおける「生徒会活動の満足度」（27年度　4.1　28年度4.2）であり、
　　　　　平成30年度まで維持する。
５．募集対策
　　　　　※小中高の内部連携を強め、内部進学者の増加に努めます。
　　　　　※説明会やホームページを充実させ、四條畷学園の魅力を発信する

　　一人ひとりが自分らしい生き方で社会に貢献できるよう、
　　豊かな人間性と確かな学力が育つ学校をめざします。

１　建学の精神「報恩感謝」を大切にし、教育理念「人をつくる」ことに基づく教育を実践します。
    また、思いやりのある人となるよう心を鍛え人間的な成長を実現し人格の形成をめざす。
２　生活・学習の両面において、きめ細かい指導を行い、自立にむけて必要とされる基盤となる能力や
    態度を育成します。
３　一人ひとりが持つ可能性を開花させるため、学校行事や部活動への積極的参加を促し、
    豊かな人間力を育成します。

１．めざす学校像 四條畷学園中学校
校 長  仲尾 信一
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平成29年度　学校経営計画及び学校評価

３．本年度の取組内容及び自己評価

中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取り組み内容 評価指標 自己評価
【学校全体】

１

建学の精神
に基づく教
育の実践と
私学として
の独自性

（１）私学の独自性

（２）生徒のニーズに対応
したコース制

（３）進路指導

ア．職員研修などを通じ
て、建学の精神・教育理
念などを理解・実践しま
す。
イ．入学式・卒業式・全体
集会などを通じて、建学
の精神・教育理念につい
て生徒に話をし、理解を
深めます。
ウ．教育方針「個性の尊
重」「実行から学べ」「明
朗と自主」「礼儀と品性」
に沿って、学校行事も含
めあらゆる教育活動を
通して、人格形成を図り
ます。

ア．英数コースは、勉強は
もとより部活動もしっか
り取り組めるコース。心身
の調和のとれた発達と
個性の伸長を図ります。
イ．英数発展コースは、夏
期講習や３年の土曜日
午後の授業で応用的な
内容まで掘り下げた授
業を展開し、何事も深く
追求したいというニーズ
に応えます。
ウ．６年一貫コースは、総
合的な学習の一貫であ
る「自分プロジェクト」で
自分の夢・目標を実現さ
せる力を備え、これから
の社会で活躍できる人
材を育成します。

ア．生徒が、より良い進
路選択ができるよう、進
路情報を提供するため、
３年時２回の進路ガイダ
ンスを行います。
イ．個々の生徒に応じた
目標を実現させるよう、３
年の１学期より希望調査
をとり、進路相談や進路
支援を行います。

ア．私学であるため教員
による建学の精神及び
教育理念の理解及び実
践が4.4です。
イ．諸式を通じて校長講
話の中で建学の精神や
教育理念等の内容をわ
かりやすく説明します。
(28年度生徒　3.9)
ウ．生徒指導部の月間目
標に教育方針の内容を
取り入れ、生徒に啓発を
行います。

それぞれのコースの特徴
を理解し、コースの取組
に満足しているかの設問
に対し、
ア．(平成28年度　生徒
4.1　保護者4.0)

イ．(平成28年度　生徒
4.2　保護者4.4)

ウ．(平成28年度　生徒
3.8　保護者4.2)

全コースの平均　平成28
年度　4.1です。

ア．生徒の将来を見据
え、進路情報の提供や進
路ガイダンス(平成28年
度4.0)を行います。

イ．個々の生徒に応じた
目標を実現させるよう、
進路相談や進路支援を
行なっています
目標値はクリアしていま
すが、4.5以上を目指しま
す。
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平成29年度　学校経営計画及び学校評価

３．本年度の取組内容及び自己評価

中期的目標

２

　学習面に
おいて、き
め細かい指
導を行い確
かな学力を
育成すると
ともに、人
権を尊重す
る学校づく
り

（１）教科指導

（２）人権教育

ア．各教科は基礎・応用
を徹底的に行うため、年
間を通じた教育計画を立
て、シラバスに沿って指導
します。
イ．授業に創意工夫を行
い、分かりやすい授業を
行います。

ウ．学力の向上をめざす
ため、早朝テスト・放課後
学習・休暇中の講習を実
施します。

ア．人権感覚を持ち相手
の身になって行動できる
よう、日々の学校生活す
べての活動を通して人権
教育を行います。

イ．いじめ等を防ぐため
各学年、日直面談を行
い、学期ごとに「仲間づ
くりアンケート」を実施し、
人権意識を育てます
。
ウ．障がい者と外国人差
別について(１年)、身分差
別と平和学習(２年)、総
まとめと進路について(３
年)と学年毎にテーマを
決め人権教育を行いま
す。
エ．１２月の人権週間には
中学校行事として、人権
講演を実施します。

ア．教員によるシラバス
に沿った指導の目標を
4.3にします。(平成28年
度　4.2)

イ．教員による授業に創
意工夫を行い、分かりや
すい授業の展開の目標
値を4.5にし、(平成28年
度4.3)生徒・保護者によ
る授業は分かりやすい
か。 (平成28年度　生徒
3.9　保護者3.8)との開き
が大きい、生徒保護者の
目標値を4.2以上に設定
します。
ウ．教員による生徒の学
力向上・学習の遅れてい
る生徒への支援を個々
の生徒の実態に合わせ
て行なっています。(平成
28年度4.3)生徒・保護者
による学校の学力向上
への努力の数値がほぼ
一致していますが (平成
28年度　生徒4.0　保護
者4.0)
それぞれ4.3以上を目標
とします。
生徒・保護者による生徒
の学力向上への意欲が
低く (平成28年度　生徒
3.7　保護者3.7)4.0を目
標とします。

ア．教員は周囲の人を尊
重し、よりよい人間関係
を築いていく態度を養う
教育を実践していますが
(平成28年度4.2)昨年よ
り0.1ポイント下降してい
ます。
イ．生徒・保護者による
教員の「いじめ」の対応
は適切か (平成28年度
生徒3.7　保護者3.8)と
低い、目標は4.0以上と
設定します。
ウ．教員は人権に係わる
様々な問題に関心を持
ち、人権意識を高める教
育を実践します。
(平成28年度4.2)

エ．人権講演や道徳的な
行事については(平成28
年度　生徒4.3　保護者
4.0) 保護者の満足度が
低い。

【学習指導・人権教育】
今年度の重点目標 具体的な取り組み内容 評価指標 自己評価
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平成29年度　学校経営計画及び学校評価

３．本年度の取組内容及び自己評価

中期的目標

３

　基本的な
生活習慣の
確立を行う
とともに、安
全で安心な
学校づくり
と生徒への
支援を行
う。また、学
校行事や部
活動を通じ
て豊かな人
格形成を行
う。

（１）生活指導

（２）危機管理と情報公
開

（３）学校行事や部活動

（４）課題を抱えている生
徒への支援

ア．基本的な生活習慣と
規律ある態度を養う指
導を行い、集団生活にお
ける社会性を身につけさ
せます。

イ．重点を置いた指導と
して、生徒指導部が中心
となり、挨拶運動・シェア
ザシート運動を実施しま
す。

ア．教職員は生徒の安全
が何よりも大切であると
いう認識を持ち、危機管
理マニュアルを　作成し、
安全・安心な学校をめざ
します。

イ．学校ホームページの
公開掲示板等で可能な
範囲の教育活動や情報
の公開を行います。

ア．社会性や協調性の育
成のため、クラブ活動を
奨励します。

イ．情操面を豊かに育て
るため、宿泊研修、校外
学習、耐寒オリエンテーリ
ングなど多彩な行事を
充実させます。

ア．生徒が抱えている問
題に対して、きめ細かい
相談・指導を行います。

イ．問題解決の部署とし
てICP（臨床心理研究所）
の存在の明確化をすると
ともに、相談しやすい環
境づくりに努めます。

ア．教員による、規則を守
らせる指導・挨拶・礼儀
を重んじる目標は4.5以
上(平成28年度4.5)で
あったが、生徒・保護者
による教員の規則を守ら
せる指導 (平成28年度
生徒4.2　保護者4.1)差
0.5を縮めることを目標
とします。

イ．(平成28年度　生徒
3.7　保護者3.9)と昨年よ
り評価が0.3ポイント上
がったが
生徒会を中心に積極的
に挨拶運動を行い、学校
月間目標により、さらに
啓発を行います。

ア．安心・安全な学校を
目指すには、危機管理マ
ニュアルの整備(平成28
年度4.1)及び、緊急時の
警察、消防との連携・訓
練等の学校安全対策は
(平成28年度4.1)4.5以
上の目標が必要です。
イ．情報公開については、
保護者の満足度が低く、
(平成28年度　生徒3.9
保護者3.9)4.2以上を目
指します。

ア．説明会やガイダンス
などで、クラブ活動の参
加を奨励します。(平成28
年度　生徒4.1　保護者
4.1)
イ．多彩な行事の中で、
協調性を持ちながら主
体的に行動できる生徒を
育てます。(平成28年度
生徒4.3　保護者4.4)

ア．日頃、担任は日直面
談等きめ細かい相談・支
援を行なっています(平
成28年度4.3)

イ．生徒の個人面談等の
満足度は低い。 (平成28
年度　生徒3.8)両方とも
4.2以上を目標とします。

【学校生活】
今年度の重点目標 具体的な取り組み内容 評価指標 自己評価
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平成29年度　学校経営計画及び学校評価

３．本年度の取組内容及び自己評価

中期的目標

４　保護者・
同窓会・後
援会との連
携と社会貢
献

（１）保護者・同窓会・後援
会との連携をすすめると
ともに、地域の社会活動
に協力する。

ア．保護者と協力しＰＴＡ
活動を活発にするととも
に、保護者・同窓会・後援
会との連携し、文化祭・
体育会などの活動を支
援します。
イ．復興支援やボラン
ティア活動等で地域に協
力します。

ア．保護者から見るPTA
活動は(平成28年度　保
護者3.9)目標値レベルで
す。

イ．生徒から見る生徒会
活動は(平成28年度　生
徒4.2)と昨年より0.1ポイ
ント上昇しました。

【社会貢献】
今年度の重点目標 具体的な取り組み内容 評価指標 自己評価
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